
資料２建設計画に係る平成２２年度から２４年度までの実施事業に関する意見に対する対応調書

地区名：塩　江

塩江地区 1

高松新病院附
属医療施設（
塩江病院）の
施設整備

　高松新病院の基本構想では，平成２３年度末までに介護療養病床
を廃止するという国の方針を踏襲した県地域ケア体制整備構想試案
が示され，それに呼応する形で，塩江病院の病床数は８７床から６
０床に大幅に削減されています。
　今年度末までに策定されることになっている新病院の基本計画の
中で，病床数がこのまま確定すれば，転換先となる老健や特養など
の施設整備が十分でない塩江地区住民にとっては，大きな不安を抱
えることになります。市としては，国や県の動向を見ながら対応し
たいとの考えですが，時間的な制約もあります。老齢化率４０パー
セントに迫る地域の特殊性も考慮したうえで，介護病床数の削減を
最小限に止めるよう国や県に対して働きかけを強めるとともに，独
自の受け皿整備を早急に要望します。
　また，基本構想の中で，塩江病院の建設場所については，市有地
のほか民有地も含め検討したいとされております。基本構想の中で
提示された市有地は，いずれも手狭です。全床を療養病床とするの
なら，ゆったり長期療養ができる十分なスペースが必要です。地域
の医療を支える唯一の拠点病院としての重要性を御理解をいただ
き，市有地に固執せず環境に恵まれ，諸条件を満たした地域住民が
切望する民有地の採択を要望します。

病院部
健康福祉部

新病院整備
課
保健対策課

　高松市新病院基本構想における塩江病院の病床数は，平成23年度
末の介護療養病床の廃止や患者数の将来見通し等を踏まえ，医療療
養病床を60床程度としました。
　この病床数につきましては，今後，国の動向等を見極めるととも
に，市議会や地域審議会の御意見等をいただく中で，本年度策定予
定の新病院基本計画において，明らかにしてまいります。
 また，附属医療施設の整備場所については，市有地のほか，地域審
議会等から要望された民有地を含め，防災面には特に留意する中
で，患者の利便性，整備費用など，多面的に検討を行ってまいりた
いと考えています。【新病院整備課課】
　介護療養病床も含め，療養病床につきましては，比較的長期間の
入院を要する方にとり，重要な受け皿と存じておりまして，国にお
いて，療養病床削減策を見直す動きも見られますことから，今後，
その動向を注視するとともに，必要な医療が将来的に確保されるよ
う，適切に対応してまいりたいと存じます。【保健対策課】

新病院整備
課
保健対策課

　高松市新病院基本構想をより具体化するため，市議会を始め，地
域審議会，パブリックコメントなど，幅広く御意見等をお聞きしな
がら，本年３月に新病院基本計画を策定しました。新病院附属医療
施設（現塩江分院）の病床数は，この基本計画において，医療療養
型病床を６０床程度とし，療養病床に関する今後の国の動向等によ
り，適切な対応に努めますとしました。
　また，附属医療施設の整備場所については，基本計画において，
整備候補地を比較検討した結果により，最も評価が高く，塩江地区
地域審議会の要望もある休業中の塩江新温泉ホテル跡地を最有力の
整備場所とし，平成２２年度中に，土石流の防災対策が実施される
見通し，および土地所有者の理解が得られる見通しが立たない場合
は，現在の病院から約２５０ｍ北側の駐車場を整備場所とすること
としました。【新病院整備課】

塩江地区 2
市民の森づく
り事業

　橋谷・黒石地区には，環境を考え勉強できる「エコホタル」があ
り，児童生徒を対象とした体験教室も開催されております。この施
設に隣接した市有林の整備は，自然学習や環境教育を実践する場と
しての拠点施設整備の面からも有効な施策であると考えます。
　この市有林の有効活用については，旧町時代から検討が行われて
おり，平成１９年度に市民の森づくり事業として整備の要望も行い
ました。その対応については，黒石地区の一部をフォレストマッチ
ング協働の森事業として３年程度で整備を進めるという限定的なも
のであり，事業終了後，そのまま放置すれば荒廃が進み，折角の活
動も徒労に終わりかねません。今後，この整備地の管理を含む市有
林の有効活用を図ることが必要と思われます。
　このことから，里山に親しみ散策ができる遊歩道整備，計画的な
植栽や除伐による自然公園整備，子どもたちが自然と触れ合える体
験施設の整備等，名実ともに市民の森として活用できるよう当該市
有林の整備を要望します。

産業経済部 農林水産課

 塩江地区では，市民が散策や野外レクリエーション等を通じ，自然
とふれあい，親しむことができる大滝山自然休養林や松尾生活環境
保全林が整備されています。橋谷・黒石地区の市有林については，
現在，「フォレストマッチング協働の森事業」での整備が進められ
ているほか，新たなボランティアによる同地区内での整備が始まっ
たことから，今後，各団体の活動の推移を見ながら，市民と連携し
た市有林の管理・活用策等を，検討してまいりたいと存じます。

農林水産課 　前回までの対応と同じ

塩江地区 3
コミュニティ
センターの施
設整備

　旧町時代には塩江地区に公民館がなく，住民の優れて待望する施
設でした。合併を機に整備されることを望んでいましたが，現実は
旧庁舎の一部を活用して公民館に充てるという期待はずれのもので
した。
　塩江地区のコミュニティセンターは，平成２１年度事業として，
公民館として利用されていた部分を中心に約２，３００万円の予算
で改修されることになっています。コミュニティセンターは，地域
住民のまちづくり活動や生涯学習の拠点として重要な役割を担う施
設です。
　下笠居や三谷地区など他の市域では，新しくコミュニティセン
ターが建設また計画されています。塩江地区には当初から公民館と
しての機能を有する設備がなく，施設整備が優先されてしかるべき
でないかと考えます。旧庁舎の一部改造では，他の地区に大きく見
劣りするものといわざるを得ません。地域のまちづくり拠点とし
て，名実ともに住民の誇れる施設整備を要望します。

市民政策部 地域政策課

　塩江地区のコミュニティセンターについては，平成２１年度のコ
ミュニティセンター化にあわせ，塩江公民館として利用されていた
部分を中心として，コミュニティセンターに必要な調理室などの施
設改修整備を行うこととしております。
　この整備により，他のコミュニティセンターと同様に，地域住民
のまちづくり活動や生涯学習の拠点となり得るものと考えておりま
す。
　なお，本市のこれまでのコミュニティセンターの施設整備につい
ては，旧公民館時代の生涯学習基本計画を引き継ぎ，改築整備を
行ってきたところですが，現在の厳しい財政状況や早期の耐震化の
必要性を考慮し，今後の施設整備については，既存施設の有効利用
を図り，補修・修繕（耐震補強工事を含む。）を基本とするコミュ
ニティセンター中期整備指針（案）を策定するため，先般，議会の
調査会で説明したところであります。

地域政策課

　塩江地区のコミュニティセンターについては，平成２１年度のコ
ミュニティセンター化にあわせ，塩江公民館として利用されていた
部分を中心として，コミュニティセンターに必要な調理室などの施
設改修整備を行いました。
　この整備により，他のコミュニティセンターと同様に，地域住民
のまちづくり活動や生涯学習の拠点となり得るものと考えておりま
す。
　なお，本市のこれまでのコミュニティセンターの施設整備につい
ては，旧公民館時代の生涯学習基本計画を引き継ぎ，改築整備を
行ってきたところですが，現在の厳しい財政状況や早期の耐震化の
必要性を考慮し，今後の施設整備については，既存施設の有効利用
を図り，補修・修繕（耐震補強工事を含む。）を基本とするコミュ
ニティセンター中期整備指針を平成２２年２月に策定したところで
あります。

前回までの対応 担当課 今後の対応地区名
項目
番号 項　　　目

事　　　業　　　の　　　内　　　容

（地域審議会からの意見等）
担当部局 担当課
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塩江地区 4
たかまつマイ
ロード事業

　旧塩江町時代には，町道の草刈等の清掃活動は，町民が道路愛護
会を結成して定期的に実施されていました。今年度からは経過措置
が終了し，市の制度であるマイロード事業に組み入れられました。
「自分たちの道路は自分たちで守る」という市民の「自助」の精神
を喚起する点では評価できる事業だと思います。しかし，放置すれ
ばすぐに沿道には雑草が生え，樹木に行く手を遮られるような，条
件の悪い塩江地区における清掃活動には，大変な労力と時間が必要
であることも理解をお願いします。
　市道の管理は，一義的には市に管理責任があると思われますが，
高齢化の進んでいる当地区では，ボランティア頼りではおのずから
限界があります。地区によっては限界集落に近いところもあり，清
掃用具を使うマンパワーが圧倒的に不足しております。市街地を対
象とした制度をそのまま山間地域に適用するには無理があるといわ
ざるを得ません。
　市道の維持管理はボランティア任せでなく，「助っ人」としてシ
ルバー人材の導入も考えられます。シルバー人材を雇い入れること
によって，新たな雇用も発生し，地域の活性化にもつながるのでは
ないかと考えます。今後，高齢化が更に進み，画一的なマイロード
事業では対応が困難になると予想されることから，地域の特性に合
わせた施策を要望します。

都市整備部 道路課

　塩江町における市道の草刈りにつきましては，旧塩江町時には，
各地区の道路愛護会が実施しておりましたが，この制度について
は，市町合併を機に，合併後３年の経過措置を経て，「たかまつマ
イロード事業」に移行することで協議させていただき，平成２１年
４月１日付けでマイロード団体として認定させていただきました。
　現在，「地域の道路は，地域住民で守る」といった愛護精神を引
き継がれ，道路の美化・環境の推進に御尽力いただいており，今後
とも，無理のない範囲内で，道路の清掃等に御協力いただきたいと
存じます。
　道路管理者といたしましては，今後とも，適切な道路維持管理に
努めてまいりたいと存じます。

道路課 　前回までの対応と同じ

塩江地区 5
温泉施設の整
備

　塩江温泉は，今から約１，３００年前に名僧行基により発見され
た歴史ある温泉として知られています。また，泉質と自然環境にも
恵まれ，全国でも数尐ない国民保養温泉地に指定をされています。
塩江温泉のそれぞれの源泉は，優良な泉質であり高い評価がありま
すが，近隣地においても新たな温泉が次々と掘削され，塩江地区の
入込み観光客数にも影響を及ぼしています。
　これからの塩江地区の観光振興に一番求められるものは，４０度
以上の源泉の発掘であると考えられます。適切な場所で市有泉を掘
削し，温泉水の安定供給を図ることを要望します。

産業経済部 観光振興課

　平成７年に旧塩江町が実施した温泉源調査において，塩江地域で
は地質や地形から推測して，深く掘削したからといって必ずしも高
温泉や豊富な湧出量を確保できる可能性は非常に低いとした報告が
あり，今後も，既存の源泉（冷泉）の有効活用と，温泉水の安定供
給に努めてまいりたいと考えています。

観光振興課 　前回までの対応と同じ

塩江地区 6
コミュニティ
ビジネス等の
振興

　塩江地区の観光振興と地域コミュニティの構築には，地域の特色
を生かし，地区住民が「住んで良かった」，来訪者が「来て良かっ
た」と思うまちづくりを進めることが共通の課題であり，必要とさ
れています。そのためには，地区住民一人一人が地域の豊かな自然
や歴史，伝統文化などを誇りに持ち，大切に活用していくことが重
要であり，また，行政の側面からの援助も必要なものと考えます。
　そこで，塩江温泉観光協会を中心に進める「循環型観光振興事
業」と塩江地区コミュニティ協議会が取り組む「ゆめづくり提案事
業」の連携と活動を行政として積極的に支援し，観光・交流に係わ
るコミュニティビジネス等の振興促進に努められることを要望しま
す。

産業経済部
市民政策部

観光振興課
地域政策課

　塩江温泉観光協会が中心に進める「循環型観光振興事業(マイス
ター事業)」は，住民が長年の営みの中で習得した技術や知恵を地域
に伝承するとともに「観光客への遊び」「土産品の生産」の提供や
「町内イベントの支援」などの活動であり，塩江地区コミュニティ
協議会が取り組む「地域ゆめづくり提案事業」と連携して推進する
ことにより，地域の活性化や新しい観光振興につながると考えられ
ます。その事業計画段階には，観光振興課職員も参加しており，今
後も両事業の連携・活動，また，それに伴うコミュニティビジネス
について支援・振興してまいりたいと考えています。【観光振興
課】
 
　平成２１年度において塩江地区コミュニティ協議会が提案した
「コミュニティビジネスしおのえ」事業に対し，「地域ゆめづくり
提案事業」として採択し，補助金を交付しております。今後におい
ても継続事業として適当と認められた場合は，３年間を限度として
助成してまいります。【地域政策課】

観光振興課
地域政策課

　前回までの対応と同じ

塩江地区 7
観光ネットワ
ークの構築

　これからの観光振興は，高松市単独ではなく，香川県，中四国，
近畿圏とも広域的連携を図りながら進めることが必要と考えます。
　このことから，（財）高松観光コンベンション・ビューローや
（社）香川県観光協会等との更なる連携強化を図り，様々な機会や
媒体を活用し，塩江地区の情報発信やＰＲ活動を推進するよう要望
します。

産業経済部 観光振興課

　塩江地域でのイベントの開催や観光振興の取組については，
（財）高松観光コンベンション・ビューローのホームページの「ぷ
ち旅プラン」や（社）香川県観光協会のポータルサイト「Myトリッ
プかがわ」等でも，随時イベント情報や観光ルートの掲載をしてお
り，今後も推進してまいりたいと考えております。また，備讃瀬戸
観光協議会や東備讃瀬戸観光懇談会など，広域的な観光振興を図る
事業において，塩江地区の情報発信を推進するとともに，関西圏に
おいては，香川県大阪事務所等での観光情報の発信を依頼してまい
りたいと考えています。

観光振興課 　前回までの対応と同じ

塩江地区 8
観光イベント
の充実

　塩江地区では，「桜まつり」「ホタルまつり」「温泉まつり」
「もみじまつり」といずれも歴史あるまつりを開催してきています
が，時代の変化とともに観光形態も変化をしてきており，イベント
内容の充実と強化が必要に迫られております。
　そこで，観光イベントの充実を図るため，行政のより一層の財政
面も含めた支援と連携強化を要望します。

産業経済部 観光振興課

　塩江温泉観光協会が実施している歴史あるまつりは，本市の観光
振興事業に大いに寄与するものであることから，イベント内容の充
実や強化を図るため，今後，一層，連携に努めますとともに，財政
面においても，本市の財政状況を踏まえる中，適切な支援等に努め
てまいりたいと考えています。

観光振興課 　前回までの対応と同じ
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